
中間市人権センター（ピンクの建物が目印です！！）

住所：中間市岩瀬一丁目１７－１

☎０９３－２４５－３５１１

世
界
平
和
の
た
め
に

中
間
南
小
学
校
６
年

山
口

た
え
さ
ん

み
な
さ
ん
は
自
分
の
周
り
に
大
切
な
人
は
い
ま
す
か
。
私
に
と
っ

て
、
い
つ
も
支
え
て
く
れ
る
家
族
、
大
好
き
な
先
生
、
隣
で
笑
っ
て
く

れ
る
友
達
な
ど
、
み
ん
な
大
切
な
人
で
す
。

そ
ん
な
大
切
な
人
達
を
、
突
然
失
う
事
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
も
う
話
す
こ
と
も
笑
い
合
う
こ
と
も
で
き
な
い
、
永
遠
に
目
の
前

か
ら
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
私
は
、
想
像
す
る
だ
け
で
と
て

も
胸
が
痛
く
な
り
ま
す
。
大
切
な
人
達
を
失
う
と
い
う
悲
惨
な
出
来
事

が
、
現
在
も
世
界
各
地
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
戦
争
で
す
。

ど
う
し
た
ら
戦
争
が
な
く
な
る
の
か
、
ど
う
し
た
ら
世
界
中
の
人
々
が

平
和
に
暮
ら
せ
る
の
か
。
私
は
、
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

私
は
、
今
年
の
春
、
修
学
旅
行
で
長
崎
の
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
現
在

の
長
崎
は
、
平
和
で
緑
が
多
い
町
で
す
が
七
十
九
年
前
、
悲
げ
き
は
起

き
ま
し
た
。
八
月
九
日
、
午
前
十
一
時
二
分
、
長
崎
の
町
に
原
爆
が
落

と
さ
れ
ま
し
た
。

「
水
を
く
れ
。
水
を
く
れ
。」

と
唸
る
人
々
。
崩
壊
さ
れ
た
建
物
を
目
の
当
た
り
に
す
る
人
々
。
た
っ

た
一
発
の
爆
弾
で
約
七
万
三
千
人
も
の
人
々
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
実
際
に
原
爆
資
料
館
に
行
き
、
当
時
の
様
子
を
見
ま
し
た
。
今

ま
で
は
、
紙
芝
居
や
動
画
で
し
か
見
聞
き
し
た
事
が
な
か
っ
た
け
ど
、

改
め
て
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
日
本
で
戦
争
が
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

私
は
、
家
に
帰
っ
て
、
お
い
し
い
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
、
友
達

と
遊
べ
る
こ
と
、
学
校
で
勉
強
が
で
き
る
こ
と
。
普
段
当
た
り
前
の
よ

う
に
生
活
し
て
い
る
こ
と
が
幸
せ
な
事
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

当
た
り
前
の
生
活
を
、
世
界
中
の
人
々
に
広
め
て
い
き
た
い
。
そ
の
た

め
に
、
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
け
ん

か
を
し
な
い
、
差
別
を
し
な
い
な
ど
、
日
常
の
小
さ
な
こ
と
で
も
一
人

一
人
が
意
識
し
、
相
手
の
こ
と
を
大
切
に
思
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
き

【
私
た
ち
が
感
じ
た
人
権

令
和
６
年
度
小
中
学
校
人
権
作
文
よ
り
】

☆なやみごと相談☆
なやみごとや困りごとについて、

人権擁護委員(中間市在住）が無料でご相談を受けます。

秘密は厳守されますので気軽にご相談ください。

(予約不要)

・１１/１２(水）・１２/１０(水)・１/７(水)・２/４(水)

１３：３０～１５：３０

問合先）中間市人権センター

◇｢女性のための無料就職相談｣◇
就職活動中・そろそろ働きたいと思っている女性の方を応

援します。 ※２日前までに予約が必要です。

・１１/１３(木)・１２/１１(木)・１/８(木)・２/１２(木)

１０：００～１２：００

予約問合先）福岡県ママと女性の就業支援センター

☎０９３－５３３－６６３７

相談場所）中間市人権センター

っ
と
戦
争
は
な
く
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
人
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
の
権
利
が
あ
り
、
世
界
中
の
み
ん
な

が
こ
の
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

今
、
戦
争
を
し
て
い
る
人
に
伝
え
た
い
、
戦
争
に
巻
き
こ
ま
れ
、
ご
飯

が
食
べ
ら
れ
ず
お
腹
を
空
か
せ
て
い
る
人
、
学
校
に
行
き
た
く
て
も
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
人
、
大
切
な
家
族
や
友
達
を
失
っ
た
人
が
何
千
、
何
万

人
い
る
と
い
う
こ
と
、
あ
な
た
が
、
そ
の
人
た
ち
の
権
利
を
奪
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
。

私
は
、
世
界
中
の
人
々
が
平
和
に
暮
ら
す
に
は
、
一
人
一
人
が
思
い
や

り
の
心
と
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
、

世
界
平
和
へ
の
第
一
歩
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。
自
分
の
大
切
な
人
を
守
る

た
め
に
、
こ
の
考
え
を
広
げ
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
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発行：中間市人権男女共同参画課



「障害者週間」は、毎年１２月３日から９日まで

の１週間です。

「国際障害者デー」である１２月３日から日本の

「障害者の日」である１２月９日までの１週間につ

いては、平成７年６月２７日に障害者施策推進本部

が「障害者週間」とすることを決定しました。

障害者施策の基本的方向を定める、新たな「障害

者基本計画」（平成１４年１２月２４日閣議決定）

において、今後目指すべき社会として、国民誰もが

相互に人格と個性を尊重し支え合う「共生社会」を

掲げています。このような「共生社会」は、国民一

人ひとりがそれぞれの役割と責任を自覚し、主体的

に取り込むことによりはじめて実現できるもので

す。

また、障害者基本法（昭和４５年法律第８４号）

において、第３条に基本的理念を定め、すべての障

害のある人に対し、「個人の尊厳が重んぜられ、そ

の尊厳にふさわしい生活を保障される権利を有す

る」こと、「社会を構成する一員として社会、経済、

文化その他あらゆる分野の活動に参加する機会が

確保される」ことなどを宣言するとともに、第４条

に「何人も、障害者に対して、障害を理由として、

差別することその他の権利利益を侵害する行為を

してはならない」と、「差別の禁止」が定められてい

ます。

人権デーを最終日とする１週間（毎年１２月４

日から１０日）は、「人権週間」です。

昭和２３（１９４８）年１２月１０日、国際連

合第３回総会において、全ての人民と全ての国と

が達成すべき共通の基準として、「世界人権宣言」

が採択されました。世界人権宣言は、基本的人権

の原則を定めたものであり、人権保障の目標や基

準を初めて国際的にうたった画期的なものです。

採択日である１２月１０日は、「人権デー

（Human Rights Day）」と定められています。

昭和２４（１９４９）年から毎年、各関係機関

及び団体とも協力して、全国的に人権啓発活動を

特に強化して行っています。女性、高齢者、こど

もに対する虐待や、学校でのいじめなどの人権問

題、インターネット上の人権侵害、障がいのある

人や外国人、アイヌの人々、性的マイノリティ等

に対する不当な差別や偏見、部落差別（同和問

題）、ハンセン病問題といった多様な人権問題が

依然として存在しています。これらの問題の解決

には、私たち一人一人が様々な人権問題を、自分

以外の「誰か」のことではなく、自分のこととし

て捉え、互いの人権を尊重し合うことの大切さに

ついて、認識を深めることが不可欠です。

中間市人権問題講演会は、人権週間の取り組みの一環

として、毎年開催しています。

今回は、古野陽一（ふるのよういち）さんを講師に招い

て、社会全体のデジタル化が進むなか、日常の問題につ

いてお話していただきます。ご家族やご友人をお誘い合

わせの上、多くの利用機会とリスクに直面している未成

年者と、どう向き合っていくか考えてみませんか。

講 師 古野 陽一さん
ふるの よういち

〈プロフィール〉
NPO法人子どもとメディア常務理事

株式会社喜楽学舎代表取締役
一般社団法人ジェイス理事

デジタル社会と子どもの権利
～学校と地域ができること～

場 所 なかまハーモニーホール 小ホール

日 時 １２月５日金曜日 １８：００～２０：００

男女共同参画及び人権啓発川柳の表彰式もあります


